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論文 調 査 委員 教 授 西 村 敏 雄 教 授 岡 本 耕 造 教 授 翠 川
Mー竺 ｣
論 文 内 容 の 要 旨
正常妊娠初期妊婦尿中に認められる紡毛性々刺戟ホルモン (HCG)を抽出し, 5012i.u./mg.および
5427i.u./mg.の二通りの生物学的活性をもつ純化精製品を抗原として正常成熟雄家兎を免疫した｡ 免疫
に際し従来の免疫促進剤である, Freund'sadjuvantの他に, HCGには初めてである alum precipitate
法を用いて前者より優れた免疫促進効果があるという成績を得た｡ 家兎から抗血清を得, それを用いて抗
原 HCGを免疫学的に検討した｡ 更にその抗血清中の抗 HCG抗体に緑色蛍光色素 FITC を附加した蛍
光抗体液を用いて正常妊娠初期, 中期及び末期紙毛組織, 胞状奇胎更には紡毛上皮腫々癌組織内HCGの分
布ならびに各組織における HCG がその存在細胞から細胞外- 排出される機序について検索した｡ 蛍光色
素附加抗HCG抗体(Fx.Ⅰ.と略記)の純化には主として,DEAE-celulosecolumnchromatography法及び
Sephadex(G-25)を用いた｡ なお対照蛍光抗体液としては, DEAE-celulasecolumnchromatography
法による第2分画, 同第3分軌 抗人 albumin抗体, 抗人 γ-globulin抗体, 抗人 7Sγ一globulin抗体,
抗PMS抗体, 更には Fx.Ⅰ.を正常人全血活で吸収した抗 HCG抗体, Fx.Ⅰ.を正常成人尿または正常小
児尿で吸収した抗 HCG抗体及び Fx.Ⅰ.を抗原 HCGで吸収した蛍光液 (抗体液でない) を用いた｡ こ
れらをそれぞれ各組織の染色に用いて, Flx.Ⅰ.の抗原 HCG に対する特異性を確認した｡ 一方各組織は,
SAINTE-MARIEの方法に従い, 95% ethanol固定したあと paraffin包埋したものを主として用い,
対照として frozensectionsを用いた｡ 前者は厚さ 3FL 以下の切片とした｡ 正常妊娠初期紡毛組織では,
HCG の分布は syncytiotrophoblast (S細胞) に局在し, 細胞内 HCG は微細頼粒状又は禰慢性蛍光像
として認められ, 両者間には種 々の移行型が存在する｡ 微細頼粒状の HCG 集積は, いわゆるS細胞の
brushborderに沿うか又はS細胞基底膜に沿う部分にのみ認めれた｡ しかも前者は後者よりも比較的大
きな頼粒状となって認められた｡ 種々検討の結果, S細胞におけるこれらの集積状態の異なりは, 細胞内




胞状奇胎においても HCG はS細胞に局在した｡ しかしS細胞内 HCGの集積は禰慢性又は網状とな
り, 頼粒状の集積は認められなかった｡ さらに個々のS細胞は上記いずれかの集積状態を示し, 両者の混
在するS細胞は認められなかった｡
紙毛上皮腫 癌々組織内 HCGの集積はすべて網状であり, 微細頼粒状又は輔慢性のいずれでもなか っ
た｡ 特徴的なことは個々のS細胞をみた場合, HCGを含むか (al)否か (none)のいずれかであり, 換
言すれば,｢al ornoneaccumulation｣ということに踏み切ることが出来る｡ したがって細胞内集 積 か
らみる限り, 正常妊娠初期性 HCGと紡毛上皮展性 HCH には性状の差があると考える方が妥当のよう
である｡ なお胞状奇胎組織と紡毛上皮腫 癌々組織内HCGの分泌機転については, それらの集積からみて
も正常軟毛のそれとは異なっているだろうことが示唆されるだけで, 現段階ではそれ以上のことを認識す
ることは出来なかった｡ 従来, HCGの紡毛組織内局在は cytotrophoblastであろうと考えられたが, そ
の後, 種々の検索組織学的検討の結果, S 細胞説を支持する傾向にあるようであり, ここに蛍光抗体法を
用いて, 免疫組織学的に, 紙毛組織等における組織内 HCGの局在を追究し, S 細胞らしいと推定し得る
成績を得た｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
正常妊娠初期妊婦尿中の HCG抽出し, 高単位の生物学的活性を持つ純化精製品を抗原として 正 常成
熟雄家兎を免疫 (Freund'sadjuvant,alumprecipitate法を用う) し, その抗血清につき抗 HCG抗
体に緑色蛍光色素 FITCを付加, これを用いて紋毛細胞内における HCG の局在を詳細に検討した｡ こ
の際色素付加抗 HCG抗体についてはその純化 特異性につき諸種の方法を用いて傍証している｡ 正常妊
娠初期軟毛では HCGは syncytiotrophoblastの brushborderまたは基底膜に沿う部分のみに認めら
れ微細頼粒状または禰慢性の蛍光像であった｡ この際前者では後者よりも額粒は大であった｡ 妊娠中期ま
た末期においても同様の成績を得た｡ 胞状奇胎においても同じ細胞に局在していたが, この際では禰慢性
または網状で頼粒状のものの集積はなく紡毛上皮腫でも同細胞にひとしく認められたが, この場合では集
積状況はすべて網状でありしかもこれの存在が alornoneの状態であった｡ 以上のことより少なくと
もfF.常紙毛と悪性繊毛における頼粒分泌の機序になんらかの相異のあることを示唆したのみならず, じゅ
うらいからの HCGcytotrophoblast内局在説に対して syncytiotrophoblast説を支持した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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